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分科会発表要旨：コロナ禍におけるオンライン授

業において、学生・生徒の学習の質保証は極めて

重要である。特に、どのように能動的な学習を担

保するかは喫緊の課題である。能動的な学習の展

開にはグループワークをはじめとしたアクティ

ブ・ラーニングが極めて有効であるが、オンライ

ン授業では何の企図もなくグループワークを活性

化することは難しい。本学ではゼブラゲームを用

いた事前学習により活性化を図った。本発表はそ

の実践と課題を述べる。
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分科会発表キーワード：
オンライン授業グループワークアクティブ・ラーニング



ALを4年間の継続的学びとして体系化する教育改革

1年次 ２年次 ３年次 4年次

ALのベースとな
るEQ（自己対
応・対人対応能
力）育成

「EQトレーニングⅠ」
（ｾﾙﾌｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

｢行動マネジメント｣

「EQトレーニングⅡ」
（ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ）

｢問題発見と解決｣

「EQトレーニングⅢ」
（ｿｰｼｬﾘﾃｨ）

｢意思決定科学・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ｣

地域課題を
テーマとするAL

「教養ゼミⅠ」
【ALへの導入】

PBLﾘﾃﾗｼｰ教育
の標準化

｢地域ゼミ｣
地域課題をテーマ
とするPBLの体験

「専門ゼミⅠ」
「専門ゼミⅡ」

専門知識活用
による本格的PBL

（具体的内容）

・EQ教育とｷｬﾘｱ教育の接
続（ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵとLMS活用）
・情報や文献の収集
・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ・ｽﾋﾟｰﾁ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝ

・課題発見
・解決へ向けた学修と議論
・地域調査・ﾃﾞｰﾀ分析・まとめ
・地域への提言（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）



コロナ禍でのゼミ活動は…



山口新聞電子版 2020年5月14日
https://www.minato-yamaguchi.co.jp/yama/e-

yama/articles/10012



PBLリテラシー

（1）e-learning 教材を活用した基礎教養教育（リメデ
ィアル教育）：LMSを用いたあらゆる学修の基礎とな
る基礎教養教育
（2）CASK（キャリア形成支援学生カルテ）を活用し
た継続的EQ教育：グループで共同して問題解決をめざ
すPBLなど高次ALにとって基盤となる人間力（EQ

力）育成
（3）プレゼンテーションの基礎教育：AL活動への活
用に備えるプレゼンテーション基礎技術としての情報
リテラシーの早期習得
（4）地域に対する意識の涵養：「地域への意識を高
める」学習



□コロナ対応のためオンライン授業に→グループ活動不可

コロナ禍のゼミ活動

□コロナ禍におけるオンライン授業において、学生・生徒の
学習の質保証は極めて重要である。





オンライン授業のいくつかの方法

徳山大学オンライン化FD(2020）より抜粋



①Teamsを活用したオンラインゼミ



①Teamsを活用したオンラインゼミ

本学でTeamsを使う意義

①本学教職員および学生が使用しているアカウントでの利用が可能

②組織内アカウントのみでのグループワークが可能

③ホワイトボードミーティングが可能



②ゼブラゲームを活用

（1）e-learning 教材を活用した基礎教養教育（リメデ
ィアル教育）：LMSを用いたあらゆる学修の基礎とな
る基礎教養教育
（2）CASK（キャリア形成支援学生カルテ）を活用し
た継続的EQ教育：グループで共同して問題解決をめざ
すPBLなど高次ALにとって基盤となる人間力（EQ

力）育成
（3）プレゼンテーションの基礎教育：AL活動への活
用に備えるプレゼンテーション基礎技術としての情報
リテラシーの早期習得
（4）地域に対する意識の涵養：「地域への意識を高
める」学習

PBLリテラシー（再掲）



②ゼブラゲームを活用

使用したスライド



○オンラインのゼミ

のため学生同士の交

流を図れていないこ

とから、ロジカルシ

ンキング+ソーシャ

リティ向上を企図し

て、ルール決めを行

った。

○学生は小グループ

に分かれてパワーポ

イントを見ながらＴ

ｅａｍｓ上で話し合

いを行い、ソーシャ

リティを高めていく

構成。

ゼブラゲーム活用の意図



「ホワイトボード」機能を活用





○これらの活動による評価指標としてEQ質

問紙（徳山大学版）を使用した。

EQ

岡野啓介・石川英樹(2014）
地域活性化人材に求められる能力とその測定指標
－EQ教育の効果の可視化を目指してー



昨年度との比較（特徴的項目）

他者理解 チームビルディング

2020 3.22 4.02

2019 4.33 4.83





考察

①チームビルディングは2019年に比べるとやや低調である
ものの向上が見られた。

②他者理解は2019年度に比べ向上が見られなかった。

①オンラインでチームビルディングが向上したのはゼブラゲームの影響

がある可能性がある。

②2019年に比べ低調だったのは、オンラインでの話し合いだったため

うまく活動がすすめられないグループがあったためと予想される。

→リーダーや司会役の必要性

③他者理解はさらに工夫をしないと対面に近い効果は得ずらい


